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第
22
回
全
国
消
防
操
法
大
会
開
催
！

～
小
型
ポ
ン
プ
の
部
　
岐
阜
県
代
表
　
揖
斐
川
町
消
防
団
　
揖
斐
分
団
が
出
場
～

　

11
月
12
日（
金
）、
愛
知
県
蒲
郡
市
の
蒲

郡
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
駐
車
場
で
、
第
22
回

全
国
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
８
月

に
開
催
さ
れ
た
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
で

優
勝
し
た
揖
斐
川
町
消
防
団
揖
斐
分
団
が

岐
阜
県
代
表
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
全
国
か
ら
各
県
の
大
会
で

選
ば
れ
た
46
隊
２
１
６
人
が
出
場
し
、
ど

の
隊
も
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た

レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、揖
斐
分
団
の
小こ

森も
り

健け
ん

司じ

さ
ん（
小

野
）が
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

優
秀
選
手
の

栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
ポ
ン
プ
車
の
部

優　

勝　

鳥
取
県　

江こ
う

府ふ

町
ち
ょ
う

消
防
団

準
優
勝　

長
崎
県　

壱い

岐き

市し

消
防
団

　
　
　
　

高
知
県　

い
の
町ち

ょ
う消
防
団

　
　
　
　

茨
城
県　

常
じ
ょ
う

総そ
う

市し

消
防
団

◎
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優　

勝　

兵
庫
県　

福ふ
く

崎さ
き

町
ち
ょ
う

消
防
団

準
優
勝　

岡
山
県　

和わ

気け

町
ち
ょ
う

消
防
団

　
　
　
　

広
島
県　

福ふ
く

山や
ま

市し

消
防
団

　
　
　
　

新
潟
県　

新に
い

潟が
た

市し

消
防
団

◎
優
秀
選
手
（
ポ
ン
プ
車
の
部
）

　

指
揮
者　

高た
か

倉く
ら　

忠
た
だ
し

（
北
海
道
）

　

１
番
員　

高た
か

木ぎ　

茂し
げ

之ゆ
き

（
秋
田
県
）

　

２
番
員　

森も
り

田た　

祐ゆ
う

基き

（
鳥
取
県
）

　

３
番
員　

北き
た

村む
ら　

勇ゆ
う

介す
け

（
鳥
取
県
）

　

４
番
員　

篠し
の

村む
ら　

友と
も

紀き

（
鳥
取
県
）

◎
優
秀
選
手
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）

　

指
揮
者　

石い
し

野の　

将
し
ょ
う

造ぞ
う

（
岡
山
県
）

　

１
番
員　

小こ

森も
り　

健け
ん

司じ

（
岐
阜
県
）

　

２
番
員　

水み
ず

田た　

政ま
さ

晴は
る

（
兵
庫
県
）

　

３
番
員　

有あ
り

吉よ
し　

博ひ
ろ

之ゆ
き

（
岡
山
県
）

（
敬
称
略
）

　

10
月
31
日（
日
）、
第
４
回
揖
斐
川
町
消

防
教
練
会
が
、
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
総
合

　

優　

勝　

大
和
分
団

　

準
優
勝　

小
島
分
団

　

３　

位　

本　
　

部

◎
小
隊
訓
練
の
部

　

優　

勝　

小
島
分
団

　

準
優
勝　

大
和
分
団

　

３　

位　

本　
　

部

◎
各
個
訓
練
の
部

　

優　

勝　

大
和
分
団
第
２
班

　

準
優
勝　

大
和
分
団
第
１
班

　

３　

位　

大
深
分
団
第
２
班

　

４　

位　

揖
斐
分
団
第
１
班

　

５　

位　

脛
永
分
団
第
２
班

　

６　

位　

清
水
分
団
第
１
班

　

７　

位　

徳
積
分
団
第
２
班

　

８　

位　

揖
斐
分
団
第
３
班

　

９　

位　

小
島
分
団
第
１
班

　

10　

位　

北
方
分
団
第
１
班

◎
団
長
賞
（
敬
称
略
）

　

最
優
秀
指
揮
者
賞　

本　

部　窪く
ぼ

田た　

匡
き
ょ
う

市い
ち

　

優
秀
指
揮
者
賞　

坂
上
分
団
第
２
班

寺て
ら

田だ　

啓ひ
ろ

起き

　

優
秀
指
揮
者
賞　

清
水
分
団
第
１
班

高た
か

見み　
　

明
あ
き
ら

　

優
秀
指
揮
者
賞　

揖
斐
分
団
第
３
班

千ち

種く
さ　

孝た
か

裕ひ
ろ

第
４
回
揖
斐
川
町
消
防
教
練
会
開
催

～
規
律
動
作
を
競
い
合
う
～

▲レベルの高い操法が展開されました

▲優秀選手表彰を受けた小森さん
（写真中央） ▲多くの方の支えがあり、団結力が力を育みました。
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10
月
７
日（
木
）、
名
古
屋
市
の
金
山
総

合
駅
で
「
揖
斐
川
町
大
特
産
市
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
の
農
業
団
体
な
ど
12

グ
ル
ー
プ
が
出
店
し
、
揖
斐
川
町
の
名
産

品
約
１
２
０
品
目
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
約
２
０
０
０
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
、
ピ
ー
マ
ン
や
大
根
、
サ
ト
イ

モ
な
ど
の
農
産
物
は
特
に
人
気
が
高
く
、

早
々
と
売
り
切
れ
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
町
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
総
貯
水
容
量
日

本
一
の
徳
山
ダ
ム
な
ど
を
紹
介
し
、
特
産

品
と
と
も
に
、
自
然
が
満
喫
で
き
る
揖
斐

川
町
を
名
古
屋
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲清掃奉仕活動の様子（養老鉄道揖斐駅前）

▲大勢のお客さんで賑わいました

▲かわいい置物ができあがりました

▲広瀬神社での奉納踊り

　

10
月
８
日（
金
）～
10
日（
日
）の
３
日

間
、
い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー（
西

津
汲
）で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
が
行

わ
れ
、
約
６
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
は
、
森

林
の
手
入
れ
と
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
工

場
で
は
、
間
伐
材
を
チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ
ト
な

ど
に
加
工
し
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

会
場
で
は
、
郷
土
芸
能
の
上
演
や
、
林

業
機
械
の
実
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
バ
の
水
煮
を
使
っ
た
地
獄
う
ど

ん
が
振
る
舞
わ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
や
置
物
を
作
る
木

工
教
室
も
人
気
で
、
多
く
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

清
掃
奉
仕
活
動

　

10
月
６
日（
水
）、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
お
よ
そ
30
人
が
、
養

老
鉄
道
揖
斐
駅
周
辺
で
、
ゴ
ミ
拾
い
や
除

草
作
業
の
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
毎
年

２
回
、
駅
周
辺
や
河
川
敷
な
ど
の
清
掃
奉

仕
活
動
を
行
い
、
環
境
保
全
や
地
域
の
美

化
に
取
り
組
み
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
林

は
や
し

豊
ゆ
た
か

会
長
は
、「
駅
周
辺
を
美
し
く
保
ち
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
駅
や
鉄
道
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
奉

仕
活
動
を
行
い
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

奉
仕
活
動
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
大
特
産
市
開
催

名
古
屋
で「
い
び
」を
Ｐ
Ｒ

い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
開
催

坂
内
広
瀬
の
秋
ま
つ
り

農
作
物
の
収
穫
に
感
謝

　

10
月
10
日（
日
）、
坂
内
広ひ

ろ

瀬せ

地
区
で
秋

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
瀬
の
秋
ま
つ
り
は
、
農
作
物
の
収
穫

に
感
謝
す
る
行
事
と
し
て
、
古
く
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

広
瀬
神
社
で
は
、
多
く
の
観
衆
が
見
守

る
中
、
広
瀬
地
区
に
伝
わ
る
太
鼓
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
内
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
力
を
合
わ
せ

て
古
く
か
ら
伝
わ
る
広
瀬
の
太
鼓
踊
り
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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▲上ヶ流太鼓踊り

▲種本中瀬太鼓踊り

▲下ヶ流太鼓踊り

▲環境問題を考える良い機会になりました

岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

春
日
の
太
鼓
踊
り

　

10
月
９
日（
土
）
は
春
日
上か

み

ヶが

流れ

地
区
、

10
日（
日
）
に
は
春
日
下し

も

ヶが

流れ

地
区
、
10

月
23
日（
土
）
と
24
日（
日
）
に
は
春
日
種た

ね

本も
と

中な
か

瀬ぜ

地
区
で
太
鼓
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

春
日
の
太
鼓
踊
り
は
、
豊
年
祈
願
や
感

謝
の
踊
り
と
し
て
古
く
か
ら
人
々
に
親
し

ま
れ
、
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
踊
り

手
が
太
鼓
を
付
け
鉦
や
笛
の
音
色
に
合
わ

せ
て
踊
る
姿
は
と
て
も
華
麗
で
す
。

　

春
日
の
太
鼓
踊
り
は
鎌
倉
踊
り
と
も
呼

ば
れ
て
お
り
、
唄
に
は
、
鎌
倉
殿
や
お
姫

様
な
ど
の
こ
と
も
唄
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
か

ら
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

上
ヶ
流
、
下
ヶ
流
地
区
の
踊
り
は
、
踊

り
の
輪
の
中
心
に
「
ザ
イ
」
と
呼
ば
れ
る

先
端
に
き
れ
い
な
布
が
つ
い
た
棒
状
の
物

を
持
っ
た
踊
り
手
が
い
ま
す
。
周
り
を
囲

む
10
人
あ
ま
り
の
踊
り
手
は
、
お
囃
子
に

合
せ
、
胸
に
抱
え
た
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し

な
が
ら
、
時
に
は
ゆ
っ
く
り
と
時
に
は
激

し
く
踊
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
各
地
域
の
神

社
な
ど
、
数
か
所
で
お
昼
か
ら
夜
ま
で
か

け
て
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ー
ス
デ
イ
・
い
び
が
わ
開
催

～
環
境
を
考
え
る
～

　

10
月
11
日（
祝
）、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ー
バ

ー
横
蔵（
谷
汲
木
曽
屋
）
で
、
ご
み
の
減

量
や
地
産
地
消
を
考
え
る
環
境
イ
ベ
ン
ト

「
ア
ー
ス
デ
イ
・
い
び
が
わ
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
西
濃
地
域
の
環
境

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
、

生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）に
合
わ
せ
て
開
催
。
揖
斐
郡

産
の
ハ
ツ
シ
モ
や
美
濃
い
び
茶
、
県
産
食

材
を
使
用
し
た「
お
茶
漬
け
選
手
権
」で
は
、

10
品
の
お
茶
漬
け
か
ら
人
気
投
票
で
山
う

に
豆
腐
茶
漬
け
が
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
山
ダ
ム
か
ら
名
古
屋
市
ま
で
歩

く「
い
ま
じ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」も
開
催
さ
れ
、約

２
０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

種た
ね

本も
と

中な
か

瀬ぜ

地
区
の
太
鼓
踊
り
は
、
中
心

の
踊
り
手
が
色
鮮
や
か
な
「
バ
ン
バ
ラ
」

と
呼
ば
れ
る
背
負
い
も
の
を
身
に
つ
け
、

周
り
を
囲
む
10
人
あ
ま
り
の
踊
り
手
と
と

も
に
、
種
本
六
社
神
社
や
中な

か

郷ご

熊
野
神
社

に
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

種
本
中
瀬
太
鼓
踊
り
は
、
他
の
地
区
に

比
べ
、
太
鼓
を
打
つ
姿
勢
が
腰
を
引
い
た

低
い
構
え
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

春
日
の
太
鼓
踊
り
は
、
地
域
ご
と
に
特
色

が
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
心
を
合
わ

せ
て
伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
こ
と
で
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
よ
り
強
い
も
の
に
な
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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Ｆ
Ｃ
岐
阜
ス
ポ
ー
ツ
教
室

～
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
～

ぎ
ふ
清
流
大
会
に
向
け
て

～
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
講
習
会
～

こ
い
や
ー
か
す
が
ま
つ
り
開
催

災
害
相
互
応
援
協
定
調
印
式

～
揖
斐
川
町
・
福
井
県
池
田
町
～

　

10
月
14
日（
木
）、
大
和
小
学
校
で
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
子
ど
も
を
育
て
よ
う
推

進
事
業
「
Ｆ
Ｃ
岐
阜
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
が

行
わ
れ
、
全
校
児
童
１
４
５
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

教
室
は
、
低
学
年
・
中
学
年
・
高
学
年

の
ク
ラ
ス
別
で
行
わ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
ド
リ
ブ
ル
の
練
習

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
終
了
後
、
Ｆ
Ｃ
岐
阜
の

コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
は
、「
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
こ
と
も
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
人
で
は
何
も

で
き
ま
せ
ん
。
仲
間
を
大
切
に
し
て
、
常

に
協
力
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
17
日（
日
）、

永
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
審
判

員
・
記
録
員
・
放
送
員
養
成
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
の
ぎ
ふ
清
流
大
会
（
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
で
同
競
技
が
開
催

さ
れ
る
揖
斐
川
町
で
は
大
会
に
向
け
て
、

い
び
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
県
立
岐
阜

盲
学
校
の
協
力
を
得
て
、
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
約
40
人
が
参
加
し
、
午

前
中
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
の
ル
ー
ル
の
違

い
な
ど
競
技
の
説
明
を
受
け
、
午
後
か
ら

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
際
の
練
習
試
合
に

参
加
し
、
プ
レ
ー
に
対
す
る
判
定
を
緊
張

し
た
様
子
で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
審
判
技
術
の
更
な
る
向
上
を
目

指
し
、
講
習
会
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
17
日（
日
）、春
日
モ
リ
モ
リ
村
で
、

こ
い
や
ー
か
す
が
ま
つ
り
が
開
か
れ
、
地

域
の
皆
さ
ん
な
ど
、
約
３
０
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
文
化
交
流
や
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
地
元
の

園
児
・
児
童
・
生
徒
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
で

は
、
地
域
の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
の
販
売
や

バ
ザ
ー
も
人
気
で
、
商
品
を
買
い
求
め
る

お
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

や
歌
謡
シ
ョ
ー
、春
日
の
太
鼓
踊
り
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
来
場
者
は
楽

し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲ボールタッチの練習

▲調印式の様子

▲講習会の様子

▲園児によるステージ発表

　

10
月
15
日（
金
）、
福
井
県
池
田
町
で
災

害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
に
隣
接
す
る
福
井
県
池
田
町

と
は
、国
道
４
１
７
号
で
結
ば
れ
て
お
り
、

協
定
で
は
、
災
害
時
に
被
災
者
救
出
や
復

旧
に
必
要
な
機
材
や
物
資
、
職
員
の
派
遣

な
ど
を
相
互
に
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

宗
宮
町
長
は
、「
防
災
意
識
の
高
揚
と

と
も
に
、
色
々
な
形
で
の
交
流
を
活
発
に

し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
池
田
町
の
杉
本
町
長
は
、「
冠

山
峠
道
路
を
早
期
に
開
通
さ
せ
、
相
互
に

協
力
し
て
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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木
曽
三
川
流
域
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

～
美
し
い
水
辺
環
境
を
保
つ
～

さ
ざ
れ
石
愛
護
の
日

～
春
日
さ
ざ
れ
石
公
園
～

叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）受
章

　

10
月
18
日（
月
）、名
古
屋
学
院
大
学（
名

古
屋
市
）で
、
流
域
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、名
古
屋
市
で
開
催

さ
れ
て
い
た
生
物
多
様
性
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
）を
機
に
開
催
さ
れ
、
木
曽
三
川
流
域
に

あ
る
３
県
29
市
町
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
上
流
域
の
自
治
体
と
し
て
参
加

し
た
宗
宮
町
長
は
、「
木
曽
三
川
の
流
域
に

住
む
私
た
ち
は
、
自
然
環
境
や
動
植
物
の

生
態
系
を
保
全
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。」と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
は
、「
水
の
環
・

人
の
和
・
生
物
の
輪
」
と
題
し
、「
自
治
体

間
の
連
携
に
努
め
、多
様
な
生
物
の
生
息

環
境
を
守
る
」と
す
る
宣
言
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

10
月
24
日（
日
）、
揖
斐
川
河
川
敷
を
中

心
に
、
町
内
全
域
で
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
が
行
わ
れ
、
揖
斐
建
設
業
協
会
、

町
内
小
中
学
校
、
各
種
団
体
、
地
域
住
民

を
合
わ
せ
９
４
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
ご
み
を
捨
て
な
い

心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
国
土
交
通
省

の
提
唱
で
行
わ
れ
て
お
り
、
各
自
治
体
や

賛
同
す
る
企
業
・
団
体
な
ど
が
ゴ
ミ
拾
い

を
行
な
う
事
業
で
す
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
空
き
缶
、
粗
大
ご
み
な
ど
、
お
よ
そ

１
ト
ン
で
し
た
が
、
昨
年
よ
り
ご
み
の
量

は
減
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
で
美
し
い
水
辺
環
境
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
24
日（
日
）、
春
日
古
屋
笹
又
の
さ

ざ
れ
石
公
園
で
、
第
32
回
日
本
さ
ざ
れ
石

の
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、「
さ
ざ
れ
石
」
の
保
護
、

保
存
を
目
的
に
10
月
27
日
を
「
さ
ざ
れ
石

愛
護
の
日
」
と
定
め
、
そ
の
日
に
近
い
日

曜
日
に
「
日
本
さ
ざ
れ
石
の
会
」
の
会
員

に
よ
っ
て
、
毎
年
清
掃
活
動
等
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、地
元
関
係
者
や
岐
阜
市
な
ど
か

ら
約
60
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
宮
神
区
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
注し

連め

縄な
わ

の
交
換
奉
納
が
行
な
わ
れ
た

後
、
総
会
で
は
春
日
の
シ
ン
ボ
ル
、
宝
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
「
さ
ざ
れ
石
」
の
愛
護

に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲大会宣言の様子

▲叙勲の伝達が行われました

▲揖斐川河川敷での活動の様子

▲注連縄交換と清掃活動の様子

　

８
月
18
日（
水
）
に
亡
く
な
ら
れ
た
窪く

ぼ

田た

上の
ぼ
る

さ
ん（
岡
）が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

窪
田
さ
ん
は
、
昭
和
19
年
９
月
か
ら
昭

和
60
年
３
月
ま
で
、
教
員
と
し
て
勤
め
ら

れ
、
そ
の
間
、
岐
阜
県
へ
き
地
複
式
分
校

会
長
や
揖
斐
郡
山
村
教
育
連
盟
会
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
40
年
あ
ま
り
の
長

き
に
わ
た
り
教
育
の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

多
大
な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。
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セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
派
遣
団

体
験
報
告
が
届
き
ま
し
た
。

実
の
な
る
木
の
植
樹
活
動

～
野
生
動
物
と
共
生
を
め
ざ
し
て
～

走
れ
エ
コ
パ
ッ
カ
ー
車
事
業

～
新
デ
ザ
イ
ン
パ
ッ
カ
ー
車
完
成
～

　

９
月
29
日（
水
）～
10
月
６
日（
水
）の

間
、セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
派
遣
団
と

し
て
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
、
報

告
書
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

◇
派
遣
交
流
最
大
の
魅
力
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
す
。
話
を
す
る
中
で
、
家
族
み
ん

な
が
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
践
し
、

周
り
の
み
ん
な
も
そ
れ
を
尊
重
し
て
い

る
、
そ
ん
な
家
族
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
で
は
派
遣
団
の
皆
さ
ん
や
現
地

の
皆
さ
ん
か
ら
力
を
得
て
、
無
事
ゴ
ー
ル

ま
で
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
山や
ま

本も
と

泰や
す

明あ
き

さ
ん
）

　

◇
今
回
は
思
う
よ
う
な
調
整
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
不
安
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
派
遣
団
の
皆
さ
ん
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
が
力
に
な
っ
て

元
気
も
ら
っ
て
、
現
地
の
雰
囲
気
を
楽
し

み
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
中ち
ゅ
う

條じ
ょ
う

恵め
ぐ
み

さ
ん
）

　

◇
徐
々
に
明
け
て
く
る
と
と
も
に
朝
陽

が
差
し
て
く
る
と
、
眼
前
に
雄
大
な
自
然

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
走
っ
て
も

走
っ
て
も
近
づ
い
て
こ
な
い
と
て
つ
も
な

い
広
さ
で
す
。
後
半
に
さ
し
か
か
る
と
町

が
見
え
て
き
て
、
す
ご
い
応
援
が
待
っ
て

い
ま
し
た
。
つ
ら
い
体
に
力
が
湧
い
て
き

ま
す
。
そ
し
て
ゴ
ー
ル
。
今
回
は
自
己
ベ

ス
ト
を
更
新
で
き
ま
し
た
。（
阿あ

蘓そ

弘ひ
ろ
し

さ
ん
）

　

10
月
６
日（
水
）
に
北
和
中
学
校
の
生

徒
、
10
月
25
日（
月
）
に
北
方
小
学
校
の

児
童
が
、
徳
山
ダ
ム
上
流
の
通
称「
コ
ア

山
」に
実
の
な
る
木
の
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
木
の
実
が
野
生
動
物
の

重
要
な
食
料
で
あ
り
、
野
生
動
物
と
共
生

す
る
た
め
に
そ
の
餌
と
な
る
木
を
育
成
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
や
、
森
林
と

水
野
生
動
物
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
水
源

地
域
の
生
態
系
保
全
の
必
要
性
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
野
生
動
物
と
の
共
生
を
め
ざ

し
て
、
ブ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ク
リ
な
ど
の

実
の
な
る
木
の
小
苗
を
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
が
学
校
で
育
て
、
大
き
く
な
っ
た
苗

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
環
境
保
全

を
願
っ
て
描
い
た
絵
画「
走
れ
エ
コ
パ
ッ

カ
ー
車
事
業
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ

ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
催
）の

入
選
作
品
12
点
を
縦
１
メ
ー
ト
ル
、横
１
・

２
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
に

し
て
、
パ
ッ
カ
ー
車（
ご
み
収
集
車
）
に

張
り
付
け
る
作
業
が
10
月
下
旬
～
11
月
上

旬
に
行
わ
れ
、
新
デ
ザ
イ
ン
の
６
台
の

パ
ッ
カ
ー
車
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

パ
ッ
カ
ー
車
は
、
町
内
で
ご
み
収
集
を

行
う（
有
）揖
斐
川
清
掃
の
パ
ッ
カ
ー
車

で
、今
後
、約
２
年
間
新
デ
ザ
イ
ン
の
パ
ッ

カ
ー
車
が
活
躍
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
選
作
品
は
12
月
17
日（
金
）

ま
で
大
垣
共
立
銀
行
揖
斐
支
店
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲ホストファミリーの皆さんと▲ゴール風景（山本さん）

▲植樹活動の様子

▲ポスター張り付け作業の様子

　

◇
ス
タ
ー
ト
の
時
は
寒
い
と
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
日
が
昇
る
と
同
時
に
ジ
リ
ジ

リ
と
照
り
つ
け
る
太
陽
で
と
て
も
暑
か
っ

た
で
す
。
地
元
の
ラ
ン
ナ
ー
の
人
が
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
、
肩
を
ポ
ン
と
叩
い
て

く
れ
た
り
、
そ
の
励
ま
し
に
力
を
貰
い
ま

し
た
。
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
の
人
た
ち
の
暖

か
さ
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

（
成な

る

瀬せ

純
じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
）


